









論 文 内 容 要 旨
本研究の目的は，第一に様々な咬合支持状態を再現可能で，強磁場内で使用可能な咬合力計を開発
すること，第二に，異なる咬合支持状態でのクレンチング時における咀嚼筋活動を mfMRI によって
解析することである。筋活動解析では，従来使用されてきた単位体積あたりの平均 T2 変化量 ( 平均




態によって，欠損なし，右側 67 欠損，左側 67 欠損の 3 種類の咬合支持状態を再現した。被験者はタ
スクとして最大噛みしめの 40% の強度での 1 分間のクレンチングを各咬合支持状態において行い，タ
スクの開始前および終了直後に MRI 撮影を行った。各咀嚼筋 ( 咬筋浅層および深層，側頭筋，内側翼
突筋，外側翼突筋上頭および下頭 ) の関心体積 (V0I) を TE=20ms の画像上で設定し，これを再構成し
た T2 画像へ適用することで各筋の平均 T2 を算出した。筋ごとに，各被験者のタスク前全画像中の
最小平均 T2 をタスク前平均 T2 とし，タスク後平均 T2 からタスク前平均 T2 を減算することで平均
∆T2 を求めた。また，各被験者の全画像での各筋の voxel 数を平均することで平均 voxel 数を算出し，
これに平均 ∆T2 を乗算することで各筋の ʃ∆T2 を算出した。統計解析では，まず VOI ごとにタスク前
平均 T2 および全タスク後の平均 T2 の 4 群間において Friedman 検定を行い，Post Hoc Test として
タスク前 T2 と各タスク後 T2 について Wilcoxon の符号順位検定を用いた Bonferroni 補正による多重
比較を行った。さらに，平均 voxel 数，平均 ∆T2，ʃ∆T2 について，各 VOI および全 VOI での合計の
値と咬合力との間で Spearman の順位相関検定を行った。
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認められた。咬合力との相関分析では，特に咬筋浅層において平均 voxel 数や平均 ∆T2 で有意な相関























体積 (VOI) を TE=20ms の画像上で設定し，再構成した T2 画像へ適用することで各筋の平均 T2 を算
出した。次いで，平均 T2 のタスク前後の差分である平均 ∆T2 を求めた。さらに，各筋の平均 voxel 
数と筋全体の平均 ∆T2 の総和である ʃ∆T2 を算出した。
統計解析の結果，欠損なしの咬合状態においては，右側外側翼突筋以外の筋の V0I で平均 T2 が有
意に延長することが示された。各算出値と咬合力との相関分析からは，特に咬筋浅層において平均
voxel 数や平均 ∆T2 と咬合力との間に有意な相関はみられなかったのに対し，ʃ∆T2 と咬合力との間に
は強い相関が認められた。
これらから，多くの被験者では咬合力の発揮に主として咬筋浅層を利用しており，同筋内部の単位
体積あたりの活動レベル ( 平均 ∆T2) を調整することで，過不足のない総活動量 (ʃ∆T2) を発揮している
ものと考察している
本研究によって，MRI ガントリー内で使用可能な咬合力測定システムを新たに開発したことと，本
研究で用いた ʃ∆T2 が咬合力と強い相関を示すことを明らかにしたことは，今後の mfMRI を用いた咀
嚼筋機能の研究に大きく寄与すると考えられる。よって，本論文は博士 ( 歯学 ) の学位に相応しいもの
と判断する。
